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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜入室状況＞

・澤口　利香様～10:00療養環境変更目的にて東B→西Bへ転出となる。
・松谷　さと子様～療養環境変更目的にて東A→東Bへ移動となる。

＜患者様連絡事項＞
・高橋　末吉様～経管栄養開始後も身体状態落ち着いている為、明日より点滴1本/日へ減量となる。
・和田　昌様～歩行時のふらつき、尿失禁ある為、本日よりハロペリドール(3)1T 1×vds
除剤となる。
・谷口　隆良様～血圧高値続いているため、本日よりアムロジピン(5)1T 1×朝で7日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放前よりドア蹴りしている。開放後中は他者への付きまとい行為頻回にある為、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中。アニメに関する話しかけあるが、過度となる事はない。幻聴や妄想に左右された発言なくスタッフ対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　龍矢様～終日隔離中。午前2時間、午後1時間の開放観察開始している。開放中はホールにて落ち着いて過ごされている。不穏さや興奮なく対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・上野　正志様～バイタルサイン異常なし。本日M-T挿入し昼より白湯流入開始となっているが、トラブルなく終了している。チューブ弄りやマスク外しもなく経過。
・藤井　孝蔵様～体温37.0～37.6℃、クーリングにて対応。他バイタルサインの異常はない。不調の訴えなく、スタッフ対応
穏やか。
・若松　澄子様～午後より37.5℃の発熱ありクーリングにて対応している。他バイタルサインの異常はない。口唇の不随意運動持続している。泡沫状痰の喀出はない。
・角濱　義弘様～落ち着かなさ訴えあり、8:30と12:30に頓服使用している。切迫した様子や表情の硬さはない。余暇はホール内歩行運動して過ごしている。

＜田名部Dr診察情報＞
・見付　龍矢様～精神状態落ち着いている為明日より開放時間10時～15時に拡大となる。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・久保　興介様～両親へ面談行っている。現在の病状について説明し了承している。今後は西病棟移動を目指し、退院は青山荘等の生活訓練が出来る施設にしたいとの事。
・小澤　和子様～主治医より任意入院から医療保護入院となること説明している。病識の欠如あるが了承はしている。
・高柳　和子様～肩の疼痛が治ってきたら外泊訓練進めていき、徐々に退院を進めていく。臨時薬はスルトプリド毎食後→朝・昼後に減薬しチミペロン(3)1T追加となる。
・袴田　将志様～隠れ飲水や妄想言動聞かれている。アリピプラゾール(12)→(6)へ減量、レボトミン(25)3T　3×毎食後に変更となる。
・小向　静江様～試験的に明日からの処方でチラージンとリリカは中止し、右下肢の疼痛が薬剤副作用の可能性がないかどうか探り、変わりなければ精神科的に解決は困難であり、三戸中央病院に転院をコンサルタントしていく。
・高田　マキ様～夜間不眠の訴えあり。眠剤追加に本人了承あり、エスタゾラム(2)1T　1×就床前に追加となる。
・藤井　孝蔵様～採血結果にて貧血見られている為便潜血の検査施行の指示あり。
・繁名　和恵様～多飲水無い事や、妄想や幻聴はあるが不穏さなく経過している事から退院の許可あり。世話人へ連絡し10/12　10:30退院の希望あり。初外来10/23　11:00に予約している。臨時薬はナウゼリン、ロナセン中止しブロナンセリン(4)1T追加となり他同内容で処方となる。
＜皮膚科診察情報＞
・杉澤　恵子様～同内容で継続。
・見付　幸一様～仙骨部はイソジンシュガー塗布+ガーゼ保護+エアウォール貼付へ変更、
左大転子部は同内容で継続。
・藤井　孝蔵様～同内容で継続。
・稲荷　幸七様～左臀部はゲンタマイシン軟膏塗布+エアウォール貼付へ変更となる。
・木村　美智子様～同内容で継続。
・佐々木　ハル様～両踵部はアズノール軟膏塗布+ソフラチュール貼付+ガーゼ保護へ変更となる。

・水梨　孝純様～同内容で継続。
・高橋　末吉様～同内容で継続。
・上野　正志様～同内容で継続。

＜入院患者様情報1＞
日　　時：10月10日　11:40

　氏　　名：安是　和子（やすこれ　かずこ）様

　生年月日：昭和11年2月10日　83歳

　病　　名：レビー小体型認知症・心理行動異常

　性　　別：女性

　主治医　：深澤Dr.

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

(経過）

　2年程前夫様死去後より認知機能症状が目立つようなっていた。H31年3月末に右手首を骨折し八戸赤十字病院へ入院。入院中に夜間徘徊、不穏があり身体拘束をされていたとの事。身体治療が終了しH31.5.7自宅へ退院。退院後トイレの場所が分からなくなり放尿をすることや「家の中に誰かがいる」と言って警察を呼ぶ行為が見られていた。かかりつけのあいざわクリニックより紹介され、R1.6.28あおぞらクリニック初診。薬物療法開始となっていた。R1.8月頃より行動過多、夕方から不穏となり外への徘徊、幻視の症状も認めら

れていた。また、ショートステイ利用中も徘徊が酷く施設対応が困難な状況。R1.10.9娘様とケアマネ同行にてあおぞらクリニックを受診。上記の状態から在宅介護が困難な状況にあり、入院加療を希望。R1.10.10当院初診、東Cユニットへ医療保護入院となる。
※家族洗濯
※買い物5000円/月
＜入院患者様情報2＞
日　　時：10月10日　13:00

　氏　　名：助川　節子（すけかわ　せつこ）様

　生年月日：昭和12年10月19日　81歳

　病　　名：統合失調症

　性　　別：女性

　主治医　：安ヶ平Dr.

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

(経過）

　現在「クローバーズピア　ひまわりの家」入所中。当院5回の入院治療歴あり(最終H20.2.9～H20.9.1)。当院退院後は施設入所し、当院外来通院を継続していた。精神状態落ち着いて経過していたが、高齢に伴い歩行時のふらつきや嚥下困難感が出現し徐々に減薬実施。R1.10.3外来受診時では精神症状落ち着いており疎通図れていた。R1.10.6頃より不穏となり小声での独語や性的逸脱行為、食事や服薬の拒否が見られていた。施設対応困難の為、急遽本日外来受診。R1.10.10 13:00東Aユニットへ医療保護入院となる。

※入院時書類は郵送している。(PSW対応)
※業者洗濯の予定
